
 

 

ユナイテッド・スーパーマーケット・ホールディングス株式会社 経営戦略本部 広報・サステナビリティ推進部 
〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台 2‐9‐17 TEL：０３‐５５７７‐３００９ 

 1 / 3 

NEWS RELEASE 

株式会社マルエツ（本社：東京都豊島区、代表取締役社長：本間 正治、以下：マルエツ）では、リ

サイクル推進のため店頭にペットボトルキャップの回収ボックスを設置しております。お客さまの

ご協力によりお寄せいただいたペットボトルキャップをリサイクル資源として売却し、その売却益

を「認定ＮＰＯ法人 世界の子どもにワクチンを 日本委員会」（ＪＣＶ）へ寄付しています。今年度の

寄付について、下記の通りお知らせいたします。 

２０２５年度に回収したペットボトルキャップの売却益

は１,２４３,９７０円となり、この全額をＪＣＶへ寄付いた

します。寄付金は、ＪＣＶを通してポリオワクチン等の各

種ワクチンとなり、貧困などの理由で十分な医療を受

けられず、支援を必要としている世界の子どもたちに

届けられています。 

この寄付活動は２０１１年から継続し、累計寄付額は 

１２,８６７,１１４円となりました。 

 

 

 

マルエツは、世界の子どもたちが健康で豊かに暮らせる環境づくりに貢献するとともに、未来

を担う子どもたちの健やかな成長と持続可能な社会の実現を願い、今後も、お客さまとともにこ

の活動を続けてまいります。 

  

 

２０２６年７月３１日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～お客さまとともに、世界の子どもたちにワクチンを～ 

ペットボトルキャップの売却益寄付のお知らせ 

 
認定ＮＰＯ法人 世界の子どもにワクチンを 

日本委員会（ＪＣＶ）での贈呈式の様子 

左：ＪＣＶ事務局次長 高橋 昌裕 様 

右：ユナイテッド・スーパーマーケット・ホールディングス㈱ 

広報・サステナビリティ推進部 田島 慎也 
  

１．寄付額 ： １,２４３,９７０円 

        ※ポリオワクチン 約６２,１９８人分（１人分約２０円換算） 

        ※２０２５年３月１日～２０２６年２月２８日に回収したペットボトルキャップの売却益 

２．寄付先 ： 認定ＮＰＯ法人 世界の子どもにワクチンを 日本委員会（ＪＣＶ） 

３．寄付日 ： ２０２６年７月３１日（金）  
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「認定ＮＰＯ法人 世界の子どもにワクチンを 日本委員会」（ＪＣＶ）について 

１日４,０００人、時間にして２０秒に１人の赤ちゃんや子ども 

がワクチンがないために命を落としています。 

世界の子どもにワクチンを 日本委員会（ＪＣＶ）は、こうした 

子どもたちにワクチンを届け、子どもたちの未来を守る 

活動「子どもワクチン支援」を行っています。 

 

ホームページ：https://www.jcv-jp.org/ 

 

©️ＪＣＶ 

ペットボトルキャップがワクチンにかわるまで 

当社に集まったペットボトルキャップを売却し、その売却益を

世界の子どもにワクチンを 日本委員会（ＪＣＶ）へ寄付 
  

©️ＪＣＶ 

【ご参考】ペットボトルキャップから生まれた買い物カゴを導入 

一部店舗では、店頭で回収したペットボトルキャップ

の再生原料を約３０％使用した買い物カゴを導入

し、プラスチックとＣＯ₂の削減に努めています。 

 

以上 

https://www.jcv-jp.org/
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≪ありたい姿≫ 

ブランドメッセージである「しあわせいかつ。」をもとに、 

お客さま、従業員、そして地域の暮らしを支える「いちばん近い存在」に 

なりたいという想いが込められています。 

 

マルエツは、将来、わたしたちが目指す姿を≪ありたい姿≫として明文化し、活動指針としています。 


